
第９７７回教育委員会（定例会）会議録

公 開

１ 日時場所
平成２２年４月２３日（金）午後２時
県庁教育委員会室

２ 出席者
委 員：伊藤委員長、栗田委員長職務代理者、外山委員、阿部委員、鬼嶋委員、

武藤委員（教育長）
事務局：岡田教育次長、草間教育次長、井上総務課長、丸山財務課長、佐野福利課長、

川端義務教育課長、轡田高等学校教育課長、桑原生涯学習推進課長、
島文化行政課長、茂木保健体育課長、企画主幹、総務・財務・福利・
義務教育・高等学校教育・生涯学習推進・文化行政・保健体育各課長補佐、
総務課総務係長、総務課総務係主査

３ 開 会
午後２時

会議の冒頭に、委員長から１名の傍聴を許可した旨の発言があった。

また、教育長から４月１日付けの人事異動に伴う新任幹部職員の紹介があった。
続いて、総務課長から平成２２年度教育施策の概要について説明があった。

４ 議事日程の承認
第９７７回教育委員会の議事日程及び議事順序について承認した。

５ 会議録（公開分）の承認について
第９７６回教育委員会（定例会）会議録（公開分）を承認した。

６ 報告
（１）平成21年度末・平成22年度初事務局職員等の人事異動について、総務課長から報告

があった。

（２）田上町立竹の友幼稚園の廃止認可について、義務教育課長から報告があった。
なお、以下のとおり意見等があった。

委 員 廃園後の施設を交流センターとして使用するとのことだが、施設の
用途変更が円滑になされるよう配慮すること。

財務課長 公的に転用する場合は、補助金返還を要しない取扱いであり、事務
手続きにおいても報告するのみでよいなど、弾力化されているが、な
お、問題となる部分がある場合は、国に働きかけたい。

７ その他
（１）障害者雇用の状況について、総務課長から説明があった。

（２）平成22年２月県議会における質問・答弁等について、義務教育課長、高等学校教育
課長及び財務課長から説明があった。



なお、以下のとおり意見があった。

委 員 学校の改築手法として、ＰＦＩの実施はなじまないのではないかと
いう議論があるが、外国では監獄等の重要な施設についても普通に実
施されている。民間の活力を導入するという意味で、より積極的に検
討すること。

（３）「高校授業料無償化法」の成立について、財務課長から説明があった。

（４）新潟県優秀教職員表彰の実施について、義務教育課長から説明があった。
なお、以下のとおり質疑があった。

委 員 表彰対象者に管理職が含まれていないがよいのか。また、功績が著
しいにもかかわらず、人事異動のタイミング等により対象者から漏れ
てしまうことはないか。

義務教育課長 管理職については、退職年度及びその次の年度において、文部科学
大臣表彰や県教委表彰の対象としている。
異動した場合は、過去の実績に基づいて推薦することはできないが、

現在の実績については現任校で推薦し表彰できる。
委 員 実施要領の中に、「被表彰者の中から文部科学大臣優秀教員表彰候

補者を推薦する。」とあるが、この表彰制度はこれまでもあったのか。
また、何名程度表彰されるのか。

義務教育課長 文部科学大臣優秀教員表彰は平成１８年度から実施されており、現
職教員が小中高の合計で２０名程度、退職年度の校長が小中高各１名
程度表彰されている。

（５）平成23年度新潟県公立学校教員採用選考検査について、義務教育課長から説明があ
った。

以上で、公開分の日程を終了した。



第９７７回教育委員会（定例会）会議結果

非公開

８ 公開分に引き続き、非公開と決定した議事に入った。

９ 会議録（非公開分）の承認について
第９７６回教育委員会（定例会）会議録（非公開分）を承認した。

10 議案審議
第１号議案 教職員の人事措置について
中越地方小学校男性教諭の速度超過（30㎞/h以上）に係る人事措置（戒告）について、

審議の結果、全員異議なく原案どおり可決した。

第２号議案 教職員の人事措置について
中越地方中学校男性教諭の速度超過（30㎞/h以上）に係る人事措置（戒告）について、

審議の結果、全員異議なく原案どおり可決した。

第３号議案 教職員の人事措置について
下越地方県立高等学校男性教諭の速度超過（50㎞/h以上）に係る人事措置（減給４月）

について、審議の結果、全員異議なく原案どおり可決した。

11 報告
（３）教育委員会教職員等の公益通報の件数等について、総務課長から報告があった。

12 その他
（６）教育行政上の諸課題について

意見交換された事項は、次のとおりである。
（１）高等学校、中等教育学校卒業者の進路状況について
（２）高等学校卒業者の就職内定状況について

13 閉 会
午後３時４５分


